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１．研究計画の概要 
 本研究の目標は、イノベーションの担い手とし
て注目されるベンチャー企業が成長するために
有効な戦略転換のパターンとそのための組織学
習を明らかにすることである。そのためには、ベ
ンチャー企業の競争優位性の源泉を無視でき
ないであろう。そのため、アンケート調査からの
実態把握を目指す。 
 
(1) こうした調査を実施するために、公共性を併

せ持つと考えられる大学発ベンチャー企業
にもインタビュー調査を実施した。 

(2) 戦略の策定と実施といったサイクルによって
引き起こされる組織学習の成果である。調
査サンプルの中で、特徴的な戦略転換のパ
ターンや組織学習を明らかにする。 

(3) こうした研究成果を、整理し、学会発表や論
文としてまとめる。 

 
２．研究の進捗状況 
(1)まず、より良い質問票作成のため、東北大学
の堀切川教授、広島大学や早稲田大学の協力
を得て、大学発ベンチャー企業を含めたベンチ
ャー企業へのインタビュー調査を実施した。結
論として、ベンチャー企業へのインタビュー調査
は、非常に実り多いものとなった。まず、ベンチ
ャー企業における起業家の重要性を痛感した。
経営学が想定した組織学習概念は、大企業に
おいてそこに参加する人々が共通の経験によっ
て、特定の価値観･行動パターン等に影響を与
えられると考えられる。しかし、多くのベンチャー
企業では、企業規模が大きくても十分な権限委
譲が行われているケースが少なく、起業家の役
割が非常に大きい様子が観察された。そのため、
戦略策定や組織学習の担い手は、起業家個人
である事例が少なくない。こうした知見から、より

起業家個人に焦点を当てた研究戦略を採ること
にした。 
 
(2)ベンチャー企業へのインタビュー調査を基に
して、質問票を作成し 2000 年以降新興市場に
上場した企業、アントレプレナーオブザイヤーと
中小企業創業国民フォーラムに 2000 年以降ノミ
ネートされた企業（900 社ほど）を対象に 2009 年
と 2010 年にアンケート調査を行った。2009 年調
査は、知的財産権や技術津的な質問の多さから、
現状を把握するためには貴重なデータ得られた
が、分析には十分な回答数を得られなかった。
2010 年調査では、さらに質問票を精査し、一定
数の回答を得ることができた。 
 
(3)2008 年のインタビュー調査から、産学連携が
行われる基盤としてのクラスターについての考察
が深まり、経営学会全国大会での発表をより豊
のものにしてくれた。また、起業家をキャリア形成
の視点から捉えることの重要性を認識し、理論
的研究を進め、自身の経験を整理し共著論文を
作成した。 

2011 年度は、これまでの調査結果を分析し、
その成果を学会発表するべく申請している。ま
た、研究成果について日本ベンチャー学会誌
への投稿を目指して論文を執筆している。 
 
３．現在までの達成度 
(1)当初の計画以上に進展している。 
（理由） 
 理由は 2 点ある。第一の理由は、ベンチャ
ー企業に対するインタビュー調査の中で、ベ
ンチャー企業の経営において起業家の役割
が決定的に重要であることがアンケート調
査を実施する前に分かった点である。また、
起業家の能力･資質を分析する視点として、
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彼らのキャリアによる影響が大きく、コンピ
テンシーという分析視角を得ることができ
た。第二の理由は、調査としての副産物とし
て、日本でも継続的にイノベーションを引き
起こすと期待された大学発ベンチャー企業
十分には機能していないことが明らかにな
ってきた。この課題について実態的な問題把
握をする機会を得て、日本経営学会全国大会
で発表を行うことができた。 
  
(2)おおむね順調に進展している。 
 (理由) 
 2009 年調査は知的財産権や技術的な側面
の質問が多く、統計的な分析には耐えられな
い数の回答であった。しかし、その回答をつ
ぶさに読むと、特に起業家のキャリアについ
て非常に興味深い発見が 2 点あった。具体的
には、起業家の高学歴化と起業家は高い確率
で成功体験を繰り返し経験している点であ
る。2010 年調査では、質問票を精査し、あ
る程度回答を得ることができた。2009 年調
査の結果をより多くの回答数から再確認す
ることができ、調査の信頼性を高めることが
できている。 
 
(3) おおむね順調に進展している。 
 (理由) 
 2011 年度の目標は、これまでの研究を総括
し、学会発表や論文としてまとめることであ
る。すでに学会発表の申請を済ませており、
おおむね順調であると判断できる。5 月以降
は、これまでの調査をまとめて論文執筆をす
る予定である。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 起業家教育をより有効なものとしていく
ために、起業家の資質･能力を把握する枠組
みを構築するべきでは無いかと考えている。
その一つのアプローチとして、コンピテンシ
ーに注目している。コンピテンシーの中でも、
成功のリスクが高い課題にも果敢に挑戦し、
失敗から学ぶことができるという特徴を持
ち、起業家に限らず、高い業績を上げる人材
に共通していると指摘される自己確信に注
目して研究を進める。こうした研究は、リス
クの高くても努力が求められる現代の中核
的な従業員に不可欠な要素であり、社会的な
貢献も大きいと考えられる。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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